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カラスによる高圧漏電事故

当協会は、お客さま電気設備の突発的な停電や漏
電などの電気トラブルに備え、昼夜を問わず365日
24時間の出動体制をとっております。
今回は、鳥が高圧電線に接触したことによって、
停電事故に至った事例をご紹介させていただきま
す。
午前８時頃、お客さまから「農場内すべての電気
が停電しているので、至急対応してほしい。」との
連絡を受け、検査員２名で出動しました。
出動した２名が現場に到着し設備を確認したとこ
ろ、構内第一柱に取付けられている高圧気中開閉器
が開放状態となっており、地絡継電器の動作表示が
出ていたことから高圧回路で漏電が発生したものと
推測しました。
当初は、検査員２名で高圧漏電個所の探査を行っ
ていましたが、お客さまの敷地は広大で変電所８か
所と柱上変圧器が４か所も設置されていることか
ら、検査員４名を応援要請して、早期復旧に全力を
あげ対応することとしました。各変電所内及び柱上
設備の外観点検と絶縁抵抗測定作業を行っていたと
ころ、場内を巡視していたお客さまから「電柱の下
にカラスが死んでいる」との情報をいただき現場に
向かいました。

現場に到着し、カラスの状態を見るとクチバシに
電撃痕があり死んで間もないものであることを確認
したため、そばの電柱に昇り碍子や電線を点検する
と、高圧電線のテープ処理部分にクチバシでつつい
た痕跡があり、「原因はこれだ」と特定することが
できました。
しかし、高圧の漏電による停電の場合は、他の設

備に異常がないことを確認しなければ復電すること
ができません。そのため、後から到着した応援の検
査員と連携して探査を行った結果、他の設備に異常
がないことを確認し、停電から２時間程度で復電す
ることができました。お客さまからは、協会の組織
力によって早期復旧ができたことに対して感謝の言
葉をいただきました。
今回、早期復旧が可能となったのは、お客さまが

電気設備の自主保安に関心を持っていただいてお
り、日頃から場内を巡視していたことも早期の原因
究明に繋がったものと感じております。
私どもは、今回の経験を活かし、カラスなどの鳥

獣が多い事業場には、飛来防止器などの設置をお勧
めし、高圧停電の未然防止に努めていきたいと思い
ます。
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高圧漏電の原因はカラスでした 早期復電のため急ピッチで作業を行う


